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大西洋WMARK 海域潜航調査の概要
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ＭＯＤＥ･94の最初の航海で．大西洋中央海嶺とケイン・トランスフォーム断層の西圃機合部付

近｛ＷＭＡＲＫ尚域｝で，ｒしんかい6500jによる15回の潜航鯛甕が行われた．主たる目的は，

低魂 沚 女心 の岩 四 麻 逮を 調 査す るこ とと． 海底 の トラ ンスフ ォ ム断 層運 動の

実体 を 躙べ るこ とにあ り ．海底 の故 察 とｇ 石 拔集 のほ か ．海底 にお け る奠jJ と泌 暄気 の測 定 も

行
り た． 潜航 颱 宣の紡 氣 深部 砕

石 が 分布Ｌ てい る 東側 の柵 合郤 とは遠 ．て．Ｗ Ｍ ＡＲＫｓ 摶

の 接合郤 付 近の 岩匐 は玄 武ａ であ るこ と， また その 東佃 にあ る釿 冊洽い の地 形の 高 まり|ま詑戡

岩化した砥部岩石であることが分かった．海嶺活欄トランスフォーム断層逐莇に遷移する

遇 程か 観察 され． その槓 ずれ釿 屬 運鮪 は籐 本的 に は睦 卜の ものと同 じ であ る釟 遑窗ｔi ま断觚

祭 の轜 が貎 いこ とヵ● 認 され た． ま た最逓 の断 層ｓih を 汞 寸1・ 暦 ガウ ジを 観察 し．資 科を 探取

し た．

キーワー･ド：大西洋中央海嶺，ケイン・トランスフォーム断層, WMARK海域.
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Outline of Diving Surveys in the WMARK Area
in the Atlantic
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Fifteen  diving  surveys  were  performed  by  the  submersible  "Shtnkai  6500"  around

(he  intersection  of the  Mid-Atlantic  Ridge  and  the  Kane  Transform  Fault  (WMARK

area)  duriaig  the  first cruise  of the  MODE'S*.  The  main  objectives
 were  penological

surveys  of  tlie oceanic  crust of  the slow  spreading  ridge,  and  detailed  obsefvation  of

the  transfprm  faulting  We  carried  out  gravity  and  magnetic  measurements  on  the

seafloor  as as  visual  observation  and  rock  sampling.  We  found  that  tlie western

ridge-translonn  intersection  (RTI)  js covered  by  basaltic  rocks
 unlike  the  eastern

RT1  wher ≪ ultramaftc  rocks  were  observed.  The  median  ridge  on  the
 active  2one  of

the  transform  fault proved  to be  composed  of secpentlnices.  We
 observed  the  transi-

tion  in  the  deformation  mecliaujsm  from  the  seafloor  spreading  to  the  transform

faulting.  The  transform  fault on  the  seafloor  is the  same  as  that on  land  in the  basic

processes  H  narrower  m  ＼Vie width  ol the  active  deformation  ?one.  We  observed

and  sampled  the  fault gouge  on  the  fault plane,  which  is evidence
 of  a recent  fault

activity.

Keywords  Mid-Atlantic Ridge. Kane Transform Fault. WMARK  area, MODE'

94. Oceanic crust

１．は じ め に

国際的な研究協力により大洋中央海嶺の活動を明らか

にしていくことを日指すインターリッジ計画の一環とし

て，潜小洞介船「しんかい6500 」 と母船「よこすか」を

用いて，巾央海嶺の調査航海（ＭＯＤＥ’94）が1994 畢 度実

行された｡ 大西洋中央海嶺における2航 海, 東太平洋海膨

において2航海，合わせて4航海 とい う人航海である。そ

の最初の航海は，大西洋中 央海嶺の ケイン・ トラ ンス

フォーム断層の西側付近の搆造とテクトニ クスの解叫を

lil的 とする ものであり，1994 年６爿2511 （サ冫ファン）

から？月24H （ウ ッズホール）まで約 １か月川にわたっ

て行われた，人西洋における２つの航海は，海洋科学技

術センター ＵＡＭＳＴＥＣ）とウッズホール海洋 研究斯

(WHOI) の･fclri]研究であるが，インターリッジ計芦|の一

環として実施され，11 本の人学の研究名･も参加した。

冫

この調査航海実呪に向け た打ち合わせsj3 年 以.ﾋ 前 か

ら行われ ており，1991 年HJI に ウ ッズホールにおい て3

11111jの 検 討会が鬨腟され.ＪＡＭs ＴＥｃ の堀田部長と小441

町|司｛当||¥東大 海洋研｝か ｗＨｏＩのMike Ｐｕrdy 部 長

ほかの研究詣と打ち合わせを行い，30 潜 航を想定した素

案を作成Ｌた，その後溜航数なども含め て訝画変更があ

り．弄公式な意兄交換か行われた．わが国では．海洋庇

の蚣大系 とし てlに れ までマlj ア ナ ｝ラフ等に おい て

「しんか｀’6501」をJI』い た潜航綢瓷が大学の研究 者 も参

加してli わ れてきたが，今lilは 特に 大西洋における初め

ての附航I調 査であり，ｗ1101 と碍 究協力を遮めてい る東

人地震研及ぴ東人溜洋胥でシンポジウムを関俤iするな ど

して全国から提案を募り，i殉皀ltil･ilが 竄 案された.1994

年 口| 汞にlj 関係 勿が/, ワ イに襲ま11 ， 詳 しい航海計|甬|

案をn･la し た．
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調盗海域では天眼にも恵まれ，「しんかい恥00」の瑙替

航を完全にスケジ・－ルどおり実施することかできた。

潜航の合間をぬってr よこすかj による海上からの広域

地球物理観測が行われた。夲報告はそのうちの潜航跼査

に関するものである。海上観洲については，レグ２の

ＴＡＧ航海（藤岡ほか，本書）で得られた結果と合わせて

解析が行われており，地形と重力異常の解析については

藤本ほか（本書）を参照されたい。

２．ｗＭＡＲＫ海域

鴛迷拡大系の海祥丿皀殼と断層迴鷁の調査を目的とする

われわれの潜航糾査は，ヶ イン・トランスフ 唯一ム断畷

と大 西洋lll奐 海 嶺の西俚|接 合 郤 で行われた｛図１の

WMARK 海域｝。図１で東西に直線状に走っている地形

のりこ アメントかａ められるか。これか活断ｌ であるヶ

イン・トランスフォーム断層の断層臺 である。こめ断屑

は，陸上のサン・アンドレアス断層 と比較される。大西

洋におけるlt 表的なトランスフォーム断層であり，地震

を引き起こす攪朏迎動の研究で注目されている。北稗24

皮 付 近 に あ る こ の 釿 脯 に よll ， 大 西 洋 中 央 海 敬 の 拡 大 粕

は 東 西 に 約1･ak 皿 ず れ てい る 。こ の 断 層 は，約 １便 ８予

万 年 蕕 に 北 米プ レ ー ｝と アフ リ カプ レ ー ｝が分 離 を 紿 め

た と き か ら 蕕 鶻 を 続 け てお り ， 北 大 西 洋 を ほぽ 東li に 推

断 す る 大 規 橈 な ケ イ ン 断 裂§ は そ の 睹 釛 の 記 録 で あ る。

ケ ４ ン ・ ト ラ ン ス フ ォ ー ム 断 層 は海 嶺 軸 の 大 き な 落ち

込 み と な っ てい る 。 こ の 海触 を 選 んだ ね ら い の １つ は。

ヴ ４－ マ ・ ト ラ ン ス フ す一ja 断 層 で行 わ れ た よ う に4 ポ

ナ ッ テ も1994), こ の 斯 層 崖 で 海 祥 地 穀 の 断 面 を 観 察 す

る こ とに あ っ た。 ト ラ ン スフ ォ ー ム断 層 と 海 嶺 の 楝 合 郤

も 岩 石 学 的 に 興 味 深 い 場 所 であ る 。 フ ラ ン ス の潜 水 調 査

船 ノ チ ー ル に よ り 東 側 の 接 合 佃 を 調 査 し た 結 果｛Ａｕxｅｎ･

ｄｅｅtal. ，199 匐 の 一 部 を 図 ２ に 示 し た 。 後 合 部 の 結 節

梅 淵 （ｎｏｄａｌｂａsin） で 蛇 紋 岩化 し た か ん ら ん 岩 が 観 察 さ

れ てい る こ と は 注 目 さ れ る。 海 嶺 と Ｆラ ン ス フ 才－ ふ 断

觴 の 接 合 部 の 水 深 は6.10q ｍ を 超 え て お り ，「 し ん か い

650｛｝」 で な い と 調 査 で き ない 場 所 も あ る ， と い うこ と も

重 要 であ る 。 こ の 接 合 郤 の 内 側 に は 。 内 角 高 地 ｛ll ｓｉｄｅ

ｃｏｒａｅrhigh ｝と 呼 ぱ れ る 顕 著 な地 形 の 高 まI ）があ る 。 図

喘 鳴 励 躙 鋤 珊 嘶 嵋 弸1 鋤 繃

t-11　 ヶ イン ｀ト ラ ン スフ 零一 厶断 層JM 辺 の 海|叱地 彩図 。 求西 にifi :im に 疋･1 てい る 地 形の り＝ ア メン トか ケ イ

ン ｀ト ラ ン ζ゚７ オー ム断 層 の 断 層 俳 であ る

Fig.IBaillylllell･ie lllap lre1111(lthel くnite Transform Fault ｡ 1'he sIraiglll E･･W lil 丶eallｗ111 sll｡・･scheacli 丶･ｅ

ｚI･11t･ u1 111e lra11sronn fault.
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２（ａ）に示した5.  10に沿った地震狒遣図を図

２（ｂ）に示したが,注目すべきことに,水深2.詞Om 以浅

の項上部を除いてlj，内角高地の大部分lj，はんれい岩

か蛇紋ｇである。

図２に示した東側の接合郤とそこから南に廷ぴる海嶺

部分(3  MARK  (Mid-Atlantic Ｒ１４ｅ Kane) 海域と呼

ばれている。われわれが調査海域としてヶイン・トラン

スフォーム断喝を選んだのは，大西洋中央梅嶺で現在最

も集中的な観釧が行われている鍋所はMARK 海域であ

（ ａ ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ ｂ ）

‘図2　ga ）ヶ イ ン ・ １ ラ ン スフｌ 一 亠 斷 刎 と 大 西 洋III 央海 嶺 の 東 咄 の 稽 合 部 犲 近 の 簡 略 化 し た 地 質 構 造(Auzende et al.,

1993). 点 線 及 ぴ 太 い 実 線 は潜 航 調責 の 渕絢 で あ る.!b3 内 角 高丿皀と呼 ば れ る 地 形 の 高 ま り の測 絢4. 5 ， 10に81 う た

地 質 猜 忌 図

Ｆ紲.2 （ａ）S ㎞pl ぽied geologica 】ｍ叩 ｌ『゛1 ゛dlh ゛ｅ？? 『ii Mid-Atlantic Rid
黔 － Ｋａｉｌｅ

丁「Sl ｓforｌｎ Ｆ ｕ゙lt intｅrs゙ fliQn･

Ｄｅtled lines and bold lines ｓJIow tracks of  (he diving ｓｌrｖｅyｓ，

Cb ）ＧｅｏＳｏｉｉｃ;i’Xoｓｓ gv １`１０１１ ｏｎ ｈｅ inside c（μ ａ゚r ｉｉｇｈ ａｌｏｎｇ ｌｈｅ trai£kline ｓof4.5. ａｓj 10･

μ13　 人ｇ=rlll 夊海 寂 Ｍ ＡＲＩく 海域{221,23. １ ＮＨ こお け る 。海 嶺 軸に 沿･} た｣皀匈 捐 癨 断111の1“ 忍 図{ Ｃａｌｌａt el al. 199? 。

玄ai';!j 海 嶺 七 ダ メ ンI･ の･l･ 臾洵;分 だCII こ分11乢 てお り 。 地 迦 の か な リタ)匐 分gj 蛇 紋 剖t し た か ん ら ん
ａ かI
°な る‘

と

を 示し てい る

FiM.:I CI･f) ≫ sfli,l,1 。llhecl･usljlslrlIcl ｕResli,11aleilal,jllglhea χis｡f  Hie  Mid Atlanlic141dgeinlheMARKarea122

23.5Ni.111slXr･ ｓllllaledlha11Msallicrockscovel･slheclllll･sil  par･し,r 111e ridge sc 氈mellls alｕl i hat large ｌＭＩ･|

り1 111t･ (:|･ｕsl isi･･Jill)】･ks4?lll,IM･｢lx!1111111χdp･･ridQlil(5.

るからである。そしてこの海敏で，従米考えられてきた

海洋地倣のモデルでは 鴣明のつかない岩石 が海底を裂つ

ていることか発兄されたのである,相 対的に地形が窪み，

重力のブーゲー異需が大きい（モホ面か上昇 している）

場所の海庭で探取 されたｇ 石の多くは，蛇紋宕化したか

んらん岩であ る。ブ ーゲー重力興常の分布から予想すれ

ぱ，そのような海底は調査海披の23 ％ を占めるという。

得られた結果から図３に示すような地般構造か提唱され

ている｛Ｃｌｎｎａｌ ｅt al.｡1995 ｝。 つまり玄武岩は海倣 セ



グメントのlj･央部分だけに分布しており，昔ヘス｛Ｈ．

H.  Hess》か提唱したモデルに近い海洋地皴が海庭のか

なI｝の部分を占めていることになる．このような地殻が

はたしてどのａ」友耆遷的に見られるかという点か今彼の

重要な問晒である．

このようにケ４ン・トランスフォーム断層周辺は典味

深い場所である．しかしその西端では，海上観測データ

は多いが．海底の琳粧院査の報告はほとんどない．しか

も．今同共同研究を行った聚闥のウフズホール海洋研究

所（ｗＨＯＩ）の研究者によれば，岩石採取の結米の一如

は，東側と・1･ では裘冊の岩棚か異なっていることを示

唆しているという．そこでわれわれほ，この断駟と海節

との西川の接合部付近を調査することとし，その海域を

ＭＡＲＫ 海域の凶側という意味で, WMARK 海域と呼ぷ

こ とにした．

構遭海嶺（ｍｅｄｉａｎ ridge) と呼ぱれているか，これはど

のような性質の ものであるのであろうか ？ 深部岩石が

出てい るのではなかろうか？

断繝運茹に闕する開閣では，

圃 陸上に比べて地穀か萼い海底のトランスフォーム

断層では. ItfJW の嶇 が放く，かつその断層運動がより

明瞭に観察されることか期待されるが，その断層通動の

実態はどのような ものであるか．１ 本の内陸地震を引き

起こす横ずれ断ａ との違いは どうか7

c5） 活 釿眉と海髪の接合郤付近ではどのような巡動が

起こっているかｇ　結節海淵や内角高地など摘合部の大

きな地形の起伏1まどのようなメカニズムにより形成され

たか？

回 断層沿いの巾央哢造海嶺はどのようにして形皮さ

れたか ？

このような調査目的を達成するために，＊ 航海では次

の４つの裂訓手法を用いた．

印 別の航海で得られたis海 曳航式のサイドスキャン

ソーナーの記録 と本航海の潜航調宣における目視覦蠏の

記録から，海底の火山活動と断層運動をIJら かにする．

（2） 滞詒魎査により，重要な霍貊から岩石を採取し．

海ａ 表珊のi?211の 分布を求める．また採取したｇ 石を分

析することにより，岩石か攸った変形や熱変性をIりjらか

にする.

口】 海底．海上における重力測定及び地砲気測定と．

採取したl‘ai の船上測定により．海底の密度哨;l 及ぴ磁

化猜忌を同】らかにする．圸ｌ の大きな起伏はこれらの解

析にJI･常に 有効である．

㈲ 海上における広域の地球物理杖測により．海髄活

齢と断層運動を塊定している広破の海嶺活動とテクトニ

クスをIIJIら かにする．

３，鯛貪目的と綢測手法

拡大迎度の遅いトランスフォーム断刑は起伏の大きな

谷であ９．多くの糾合地飾遷都の岩石か篤出しており，

朴石学的に瓜要な研究刈象になっている．この意味で呪

在最 も注目を浴ぴているのは 南西インド洋海嶺であlj ，

今 後の課題といえよう．大西洋lll央海 嶺６拡大速度の遅

い中央海嶺の代裏であり，今回は上記のような理Illで．

ヶ４ ン・ ｝ランスフォーム断層の西鯏であるWMARK

海破 を剥査するこ とにした．

本航海の幕本的な111的 は, 柑航詢査と海上槻測により．

WMARK 海域 のａ 石学的構造 と断層運動をIり|ら かにす

ることである。Ｒ 体的には以‾Fの 悶題をlljら かにするこ

とを11 的 として詢攴を進めた. まず岩石学的な間赳では．

０）Ｍ １から1111ら かなように，ヶ インＦラッスフｌ－

ム断層の東西の棟合郎の地形は異なっており，西鬪では

海嶺軸の偶扣が活発である可能餓がある．はたＬで氏儒

の接介郤でも，Ｍ ２のように深部ｎ 石が分布しているか

どうか？

121 11 側 の接介部の北東にある地形の高まりは内角高

地である．またその接 合部の●ｌ にある地形の高まI｝は．

豹1.00a 万年前に嗷側の機 会部で形I友された内 角高眩 で

あると杏えられる．これらの内角高地 も．Ｍ２（ｂ）に示

廴たような構造を６ . ているのかどうか９

!3J 西佃の内lfj鳥地 のlijrllに 。 トランχ７
オーム断層

に洽｡ た櫛ljり 地ヽ 郢 のａ まりが４ められる。これはII･祕

JAMSTEC  J. Deep ｓ●a Rcs｡11 t1 １151

4.  WMARK 海 域におlj る海洋地蔵の調査

干定していた151･ilの潜 航は予定どおり実行できた( 表

１)．潜航調,毳を行りた沌域の地形図を．潜航番廿とその

測繃とともに図４に示した．「よこすか｣に よるマルチナ

ローピー厶観測によIHI! 成 し た ものであ る．トランｘ

フ
寸一ム断層と北佃の海嶺との

筱 舎郎fj ，23'51'Ｎ. ，16'

釦'Ｗ 付近であり，そこから東の力'1111に|俔線状に断哨か

虚
りている．この図の

ほかに． インターり・ シllhlllの訊

賊を摶めている英川のサール!Ｒ. Ｓｅｎ,･le)教 授 から眤叺

された断層沿いの深海'ilttサ４ドＸキャンソーナーの肥



r;

表Ｉ　MODE'94 WMARK 航海における「しんかい6500 」 泌航岡査表

Table １ List of the “Shinkai 6500 ’ dives during the MODE'94 WMARK cruise

Shfnkai  6500 D】ve Trucks In WWARK

図･Ｉ　WMARK 海域 の 海 底 地 形 と「し ん か い65 ●0」の 湘 航 沺 線 。

I'ift- ･| lialh3･■rneiric nlall uｆ ifoe WMAR 】くarea iJIldlracksgl 八Iχ･ {living MIrvtys o1 (lit ｀Shillka1 65110“｡



録を基に して，潜航肝画を作成した．通常の海底観察と

ｇ 石採取だけでは表躙の情報しか得られないので，15 回

の潜航跼査では，ｌ 米の磁力肝 で地磑気を巡釐既剿Ｌ，

野外調査用の重力計を艇内に待ち込んで．会肝20 点 で爲

底瓜力測定も行った( 衷１) ．採取した岩石の古地磁気学

的碪究を船上 で行った．

似査目的の雖１は．淮蠹 との被合部の岩相を明らかに

することであった．図２に示したMARK 海 域 のように

深部轡石が観察されるか，あるいは玄武岩か観察される

か，とい う問題 である．譛航の結果は後者であり，技合

部の海欲柏付近で斬岬な枕状溶岩 か広範に筱測 きれ た

{201 ，205-2e6} ． 瞿 合部内鬪の桔節海淵でも，堆積物は

比較 的少な く，多くの場所で玄武岩か観察された(20?).

こ れ らの場所で海底麗力匐定から推測された平均地殻密

度は約2.7g/ ｅｇであり( 松 本ほか，本・) ，海底地磁気の

覬訓も強い磁化敵度を示してお･Ｍ 富士湎ほか，＊ 書} ，

観察されたｉ 武岩の分布と躙和的である．

このように西僕jの 接合部では，トランスフ ォーム断層

でも新鮮なｉ 吸ｇ か筱察され，濠部ｇ 石か観察された寰

側の楼 合劼と地倣構造が大きく違っていることが191ら か

Eこなｰ･ た.問 題はこの ような速いか一般的か否かであり．

今後ほ かのトランスフォーム断層の詳しい跼査が必要で

ある．もし一般的な現象であれぱ．考えられる原因の１

つは．大西洋の海庭がマントルに対して相対的に西餌に

遅鈍していることの影響 である．西側でマグマを出して

Ｌまうと．東側では出なくなる．特珠な条俘としては．

このトランスフォーム断層の北側の海嶺セグメントの活

釦か断層寄りに移動してきているということがあI). そ

れに伴って機合郎のマグマ活蘚か活発化している可能性

かある．|同 Ｈこ兄られる東西の結節淘淵の地形の違いの

ほかに．今【ilの膕齏で接合郤の痲dlDIで採 取されたか儿ら

んi':の 化学組成 も，西側の接合郤におけるマグマi舌動の

活発化を示唆している．

調査I｣ 的 の第２は．粫111の内 角高地の斜而と考えられ

る断層崖で，・ ２に示すような，はんれい¥? や かんらん

岩などの深部i･1石 が観察されるか否かを啖認することで

あ った．潜航調査の結渠は否であり，接 合郤の11･j餬 の斜

面でも{201-206}.. 鹿束にある内 角高地でも(209,  211,

214). 観 察 されたのは玄武岩だけである．ただし後 老で

は，崩落した岩石のため斜面の ド匍は十分にlj 観 察でき

なかった．これらの増所で海底唄Jj 渊 定から植剔された

.'1゙均 地 燬密度も釣2.7g/ ㎡ で あり．海底地磁飢観測から

懼定される強い嗟化強呶とともに．玄武i'1の 分4j を 小唆

している．

この調査結果 も,従 来の内角高地のモデルにlj 合 わず，

前の問題とも閥係していると考えられる．これまで，内

角高地は低角のiE 断層により地殻下都か隆起したとする

説が有力であったが，ほかの形成メカこ ズムかあるのか

もしれない．古い内角高地の側面と考えられる機会部の

南側の悉謚で玄武岩か蜆察された原因として，高遠の拡

大系で ａａrthetal.a994) が報告しているように，接合

部のマグマ活動の基 となるソースか地下濠部にあって，

その活齢か１ランスフォーム断層を越えて，古い梅底に

おいてもマクlマ活動を引 き起こしたという可能性 も考え

られる．しかしここで採取された玄武岩は少なくとも新

靜な ものではなく，今拔その年代の測定や成分の分析が

跪になる．

調査目的の箏３は，トランスフｌ 一ム断層に沿った細

長い地形の高まりである●央構遺海倣(medial･ ridge)

の註質を明らかにすることであり．興昧深い深部ｌ 石か

探れることをひそかに期侍していた．この期待は見事に

当たり．この高ま９か基＊ 的に蛇紋岩からなることを罷

見した(206 ，212 ，214). 海底 麗力訓定の結果はモホ面

が上櫚･し ていることを示しており，海底で観測される地

磁気異常の振幅 も非常に小さかった.探取された試科は．

程度の差はあるかすべて海洋塵変成作用を受けており，

海洋地鶫・上部マントル内での温度搆造の騨折というぶ

ぞｉ 重な試料であるC 石埴UI ヵ， 本1})． ま たかんらん岩

資料の巾にはマイロナイト様の構童･ 汕矗がほめられた．

この岩石か上都マントル内 で高温の変形を受けているこ

とを示すものであり．トランスフォーム断眉蜃における

篩造運鵐を鄙|･け る手掛かりとしたい．

５．々 イン・１ランスフォー厶断壥西劔における

断層運鋤

トランスフォーム断層は地震発生のメカニ ズムを1111ら

かにする研究にとって，重要な自然の実験場である．槇

ずれ断層であり活勍度が商いので．断層に垂直な而上で

観測することにより，断層運動をモデル化しやすいとい

うことかその理lllであろう．カIJ フ ォルニア地震を引 き

起こすサン・アンドレアス断層が有名であるが，構造か

複粮で厚い人陸地儂が現象を複雑にＬている．大陸地殻

にjt べて海洋地殻lj 痔 くて構造が簡単なため，海底では

断剞帯の輻が掃段に如く，断琥迷茹のメカニ ズム６より

簡騅であると予恕されている．このような観立から睦と

誨の攅ずれ断層運動に関するμしい比似観測を行った．

トランスフ 常一ム断層の斷ｌ 面は多く捫潜航で観察さ

れた(201. 2 佃.206. 2Q8. 209. 212. 214 の ＆潜航1.



その中 で最 も典型的な楊所で断層棔を横断 したのは揶

2e9 潜航 であり,斜 面には大小の低断層崖かあることが分

かった．中で も斜面とは逆向 きの低斯層崖 と細長い孱状

凹地は．鰆卜の攅 ずれ活断 層でしぱしぱ 觀察されること

から, 現在槇ずれ活動が最 も活鵺的な場所と判断された．

活断層とみられる断層帯の輜は，leOm 程 皮 であり，断彫

豢全体で６その幅は約lkl であ る( 竹内11 か， 本書)． 陸

上のサ ン・アンドレアス断層では，断層運動に伴う変形

は歐百k･ に も驫ぷことを考えれば, こ の鰛は格段に狹い．

超音波が徃嶺する時旧から海底の距離を測定する技術か

最近ほぼ確立し．ｌｋ皿の距離変化をｌａ よりよい精度で

検出することはできそうである(蘊 本ほか.1995). 今 後

米ｌ と協力して，海底でプ レートの相対連動と地震活動

をそこタリングする同1究を進めたい．

この逆向き低断層崖には赤柵色や緑 色が斑戡にま 匕つ

た白色の，ガウジと呼ぱれる未固結の断畷破砕物か露出

し．右槇ずれの変位センスを示す内郁榊造か襤察された

{竹内ほか,本書}. こ の断 層叙面はまだ屋鮟に覆われてい

ないため，ごく最近の地震断層である可縋徃がある．と

くに巾央構造海楸と内角高地の接合郤( 鄒214潜 航) で，

深海底で目視靫察と合jつせて活断層露頸からガウジの標

本かi!}ら れ たことは，今回か世麥でも初めての貴重な成

果である．

ケ４ ントランスフォーム断珊の丙伽接合部の テク１ｘ

クスも重袈な11:|衂 である．特徴的な地形は．結節海淵の

沈降と内角高地の形成, 並 びに梅嶺軸末端の東側への｢ 引

きずりＪ である．海嶺耡がトランスフォーム断層に引き

ずられて南東方lalにな びいているように見えるの|ま，断

屑末瑞 で応力のjl萼配tｌ と断層而の忽款な方1111転 換 が起

こっていることを示す．結節海淵の形状か非対称で内 角

側がより深い理|||も，海昌|の即成にプルアパートと呼ば

れる一種の刹･張 テクトニクスか鳶慢しているこ とで説明

可能である( 竹内ほか．本沓)． しかし，結節海淵に隣接

して内 角高地か存在する肌由な どか依然なぞ とし て残

る.

ll･央構 心海嶺は．Ｑ所妁な匐縮埴 で分衄断層が遮断酬

|血分を伴 うために曜り.11が る とい うメカニ ズムによりで

きたと考えられる{竹内ほか，本外}． 今1111の 一連の榊航

I
澗壼により，典裂的な横 ずれ断層と兄られる部分につい

ては，陸|; で みられる大規模な槇ずれ呎|折壻と基 本的な

違いは兒られないことか明らかにな９た．したがって，

今後このような場所で』皀震発生カ メカニ ズムを研究すれ

ぱ．その|友采lj 陸| この｣皀震活鵐の呀究に も役,jl:つは ずで

ある．

こ の ほ か ， 地 形 の 険 し い 屬 所 で は ． 断 層 運 動 に 伴 う 地

震 に よ っ て 引 き起 こ さ れ た と 思 わ れ る ， い ろ い ろ な 規 模

の 地 滑 り 土 石 渣 の あ と か 観 察 さ れ（ Ｋｏｂａyａａｉｅｌａｌ， 本

書 ）,今 後 サ ４ ド ス キ ャ ン ソ ー ナ ー の 記 録 と合 わ せ て そ の

分 布 を 解 析 す る 予 定 で あ る ．

６ ． お わ り に

ｌ 回 の 潜 航 で 調 査 で き る 範 囲 は せ い ぜ い ２ ㎞ の 範 囲 で

あ り ， 電 波 を 通 さ な い 海 水 の ベ ー ル に 秡 わ れ た 海 ａ の 活

勁 の 実 体 を 把 袒 す る こ と1 ま簡 単 で は な い ． 今 回 の 調 査 結

果 は ， 海 祥 底 の 生 成 過 程 の 研 究 に 一 石 を 投 ず る も の で あ

り ． 罫 し い 解 折 と ， そ の 結 果 を紬 ｇ す る 調 査 が 必 要 で あ

る ． 梅 底 の 沈 み 込 み に 際 し て 中 央 海 敬 のi 毎底 構 造 か 籌 ひ

現 わ れ る とい うこ と も あ り(Kobayashi et al. ，1995 ），

今 糺 沈 み 込 む 海 底 の 観 測 や ， 睦 卜の 観 測 と も合 わ せ て

研 究 を 違 め てい き た い ．

宰 い 海 況 に も 恵 ま れ ， 井 田 指 令 を は 匕め と す る 遡 舫

チ ー ム と 湯 川 船 長 を は し め と す る 「 よ こ す か 」 船 員 の 完

ぺ き な 鮠 き に よ り ， 干 定 し て い た15 回 の 潜 航 を 日 程 ど お

り に 完 全 に 実 行 す る こ と が で き た． ま た潜 航 調 査 に 必 聖

な 時 間 以 外 は 寸 暇 を 惜 し ん で 海 上 観 測 が 行 わ れ た ． こ の

よ う な 『 し ん か い6500
』
と 『 よ こ す か 』 の 信 頼 性 の 高 い

趣 航 は Ｗ ＨＯＩ の 研 究 者 か ら も高 い 縟 価 を 得 た ． 今 回 の

鉤 査 は ． 画 刈 的 で あ る だ け に 髏 し い1111衂 も多 かｰｺ た ． こ

れ か 大 成 功 を お さ め る こ と が で き た の は ． 関 係 者 一 同 の

勘 き に よ る も の で あ り ， 記 し て 感 崩 の 意 を 表 し た い ．
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